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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
天板と、この天板から垂下する使用姿勢及び前記天板に平行な収納姿勢をとることが可能
な脚体とを備えている天板付家具であり、
前記天板の天板面を下向きとし、前記脚体を収納姿勢とした状態で、前記脚体の上を向く
面である外側面に、同じく天板面を下向きとした他の天板付家具の天板の側端縁を載せ置
き、前記他の天板付家具を前記脚体の外側面に沿って滑らせることにより、該他の天板付
家具を載置することができるようにしたものにおいて、
前記脚体の外側面に、前記他の天板付家具と重ね合わせた際に前記他の天板付家具の天板
面に衝き当たるクッション部材を有し、
このクッション部材が、クッション部材本体と、このクッション部材本体を脚体に保持さ
せるための保持部とを有し、前記外側面に沿って滑る他の天板付家具が最初に衝き当たる
側の前記クッション部材本体の外側縁が、前記脚体の外側面よりも内方に控えた位置に配
されていることを特徴とする天板付家具。
【請求項２】
前記クッション部材が、前記脚体の外側面に衝き当たる内向き面を有する前記クッション
部材本体と、このクッション部材本体の長手方向中央部から前記脚体内部に向けて伸びる
前記保持部と、前記クッション部材本体の長手方向両端部から前記脚体内部に向けて伸び
る挿入部とを備えている請求項１記載の天板付家具。
【請求項３】
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前記保持部が、前記クッション部材本体との間で前記脚体を挟持する保持爪を備えている
請求項２記載の天板付家具。
【請求項４】
前記保持部が、前記クッション部材本体から脚体の内部に向かう方向に伸びる対をなす保
持壁と、この保持壁の先端部同士を接続する底壁と、この底壁から脚体の外部に向かう方
向に起立し弾性変形が可能な弾性壁とを備えており、この弾性壁の中間部に前記保持爪を
備えている請求項３記載の天板付家具。
【請求項５】
このクッション部材の外側面の長手方向両端部が、前記脚体の外側面に対して９０度未満
の傾斜を有する請求項１、２、３又は４記載の天板付家具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天板に平行な収納姿勢をとることが可能な脚体を備えた天板付家具に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、天板と、この天板から垂下する使用姿勢及び前記天板に平行な収納姿勢をと
ることが可能な脚体とを備え、脚体を前記使用姿勢とした状態で使用するとともに、非使
用時には脚体を前記収納姿勢とした状態で収納することが可能な天板付家具が広く知られ
ている。このような天板付家具の脚体を前記収納姿勢とした状態で複数台収納する際には
、天板付家具同士を上下に積み重ねることが一般的に行われているが、天板面を上向きと
した天板付家具同士又は天板面を下向きとした天板付家具同士を重ね合わせる際には、脚
体と天板とが衝き当たって天板面に傷が付くことがある。このような不具合の発生を防止
又は抑制するための構成として、脚体の外側面に他の天板付家具に衝き当たるクッション
部材を設けることが知られている（例えば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　ところで、従来のクッション部材は、脚体の外側面に衝き当たり、脚体の外側面に平行
な頂面及びこの頂面の外周縁から脚体に向かって垂下する側面とを有するクッション部材
本体と、このクッション部材本体の底面の長手方向両端部からそれぞれ前記脚体内部に向
けて伸び前記脚体内部に挿入されることによりこのクッション部材を脚体に保持させるた
めの保持部とを備えているが、このような構成を採用した場合以下に述べるような不具合
が発生しうる。すなわち、天板面を下向きとした一の天板付家具に、天板面を下向きとし
た他の天板付家具を積み重ねるにあたって、前記一の天板付家具の脚体に前記他の天板付
家具の天板の側端縁を載せ置き、前記他の天板付家具を側方に滑らせて前記天板の側端縁
を前記一の天板付家具の天板の側端縁に揃えるようにする載置態様がとられた場合に、前
記一の天板付家具のクッション部材に前記他の天板付家具の天板の側端縁が衝き当たると
前記一の天板付家具のクッション部材のクッション部材本体と保持部との境界に応力が集
中し、該クッション部材が破損する不具合が発生しうる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－８３７４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は以上の点に着目し、脚体が天板に平行な収納姿勢をとることが可能な天板付家
具において、複数の天板付家具同士を積み重ねる際の載置態様に関わらずクッション部材
の破損を防ぎうる構成を有する天板付家具を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　以上の課題を解決すべく、本発明に係る天板付家具は、以下に述べるような構成を有す
る。すなわち本発明に係る天板付家具は、天板と、この天板から垂下する使用姿勢及び前
記天板に平行な収納姿勢をとることが可能な脚体とを備えている天板付家具であり、前記
天板の天板面を下向きとし、前記脚体を収納姿勢とした状態で、前記脚体の上を向く面で
ある外側面に、同じく天板面を下向きとした他の天板付家具の天板の側端縁を載せ置き、
前記他の天板付家具を前記脚体の外側面に沿って滑らせることにより、該他の天板付家具
を載置することができるようにしたものにおいて、前記脚体の外側面に、前記他の天板付
家具と重ね合わせた際に前記他の天板付家具の天板面に衝き当たるクッション部材を有し
、このクッション部材が、クッション部材本体と、このクッション部材本体を脚体に保持
させるための保持部とを有し、前記外側面に沿って滑る他の天板付家具が最初に衝き当た
る側の前記クッション部材本体の外側縁が、前記脚体の外側面よりも内方に控えた位置に
配されている。
【０００７】
　このようなものであれば、一の天板付家具の脚体を上側に配置し、この一の天板付家具
の脚体の外側面上で他の天板付家具の天板を側方に滑らせ、該他の天板付家具の天板の側
端縁を一の天板付家具の天板の側端縁に揃えるようにする態様がとられた場合に、一の天
板付家具のクッション部材の一方の外側端側から他の天板付家具の天板が衝き当たると、
この衝突の際に発生する力は、一の天板付家具のクッション部材を全体的にスライドさせ
るように作用する。すなわち、保持部だけでなく該クッション部材の他方の外側端と脚体
とが対向する部位にも作用する。従って、応力がクッション部材の脚体への取付部分に集
中することがないので、クッション部材が破損する不具合の発生を防ぐことができる。
【０００８】
　一の天板付家具のクッション部材に他の天板付家具の天板が衝き当たった際に保持部が
衝撃を受けにくくするためには、前記クッション部材が、前記脚体の外側面に衝き当たる
内向き面を有する前記クッション部材本体と、このクッション部材本体の長手方向中央部
から前記脚体内部に向けて伸びる前記保持部と、前記クッション部材本体の長手方向両端
部から前記脚体内部に向けて伸びる挿入部とを備えているものが望ましい。
【０００９】
　このようなクッション部材を脚体に安定的に取り付けることができるようにするための
前記保持部の構成として、前記クッション部材本体との間で前記脚体を挟持する保持爪を
備えているものが挙げられる。
【００１０】
　上述した保持爪と脚体との係合を外れにくくしてクッション部材を脚体にさらに安定的
に取り付けることができるようにするための前記保持部の構成として、前記保持部が、前
記クッション部材本体から脚体の内部に向かう方向に伸びる対をなす保持壁と、この保持
壁の先端部同士を接続する底壁と、この底壁から脚体の外部に向かう方向に起立し弾性変
形が可能な弾性壁とを備えており、この弾性壁の中間部に前記保持爪を備えているものが
挙げられる。
【００１１】
　一の天板付家具のクッション部材に他の天板付家具の天板が衝き当たった際にこのクッ
ション部材が受ける衝撃を緩和する構成として、外側面の長手方向両端部が、前記脚体の
外側面に対して９０度未満の傾斜を有するものが挙げられる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、脚体が天板に平行な収納姿勢をとることが可能な天板付家具において
、複数の天板付家具同士を積み重ねる際の載置態様に関わらずクッション部材の破損を防
ぎうる構成を有する天板付家具を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
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【図１】本発明の一実施形態に係る天板付家具を示す斜視図。
【図２】同実施形態に係る天板付家具を示す正面図。
【図３】同実施形態に係る天板付家具を示す側面図。
【図４】同実施形態に係る天板付家具の脚部を収納姿勢とした状態を示す正面図。
【図５】同実施形態に係る天板付家具の脚部を収納姿勢とした状態の要部を示す拡大底面
図。
【図６】図５におけるＡ－Ａ断面図。
【図７】同実施形態に係る天板付家具のクッション部材を示す底面斜視図。
【図８】同実施形態に係る天板付家具の積み重ね操作の一例を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態を図１～図８を参照しつつ以下に示す。
【００１５】
　本実施形態に係る天板付家具１は、図１～図５に示すように、天板２と、この天板２か
ら垂下する使用姿勢Ｕ及び前記天板２に平行な収納姿勢Ｓをとることが可能な脚体３と、
これら天板２及び脚体３の間に設けられ天板２を支持する天板支持部材４と、この天板支
持部材４に支持された棚５とを備えている。
【００１６】
　前記天板２は、図１～図５に示すように、天板本体２１と、この天板本体２１の下面に
設けた横架材２２とを備えている。前記天板本体２１は、平面視細長い矩形状をなす木製
板状の部材である。前記横架材２２は、前記天板本体２１の長辺方向に延びる端縁近傍の
下面に対をなして設けている。この横架材２２の長手方向両端縁には脚取付ブラケット２
３を溶接により固定して取り付けていて、この脚取付ブラケット２３を貫通させた脚取付
軸２４により前記脚体３を回転可能に支持させている。
【００１７】
　前記脚体３は、図１～図５に示すように、前記天板２の横架材２２に脚取付軸２４を介
して回転可能に取り付けられ、左右一対に設けられている。各脚体３はそれぞれ、使用姿
勢Ｕにある場合に前記天板２の下面から垂下する前後一対の脚支柱３１と、この脚支柱３
１の下端に取り付けられたアジャスタ３２と、前記一対の脚支柱３１の中間部同士を連結
する脚補強材３３とを備えている。前記脚支柱３１は、金属製で中空の角柱状の部材であ
り、前述したように脚取付軸２４により天板２に回転可能に取り付けられている。この脚
支柱３１は、前記天板２の下面から垂下する図１～図３に示すような使用姿勢Ｕと前記天
板２の横架材２２に添接する図４に示すような収納姿勢Ｓとを選択的にとることができる
。また、この脚支柱３１の下端部には、前記アジャスタ３２を取り付けるための雌ねじ部
材３１１が挿入されている。前記アジャスタ３２は、接地体と、この接地体の上面から上
方に延びる雄ねじ部材とを備え、この雄ねじ部材を前記雌ねじ部材３１１の雌ねじ孔に螺
合させることにより前記脚支柱３１に取り付けられる構成のものである。前記脚補強材３
３は、金属製の角パイプ状の部材で、前後両端部がそれぞれ前記脚支柱３１に溶接により
固着されている。図４に示すように、この脚体３を収納姿勢Ｓとし、天板２より脚体３を
上方に位置させた状態で、この脚体３の上方に他の天板付家具１（２）の天板２（２）を
載置することができる。なお、図４及び図７において、天板２が水平をなす状態でおかれ
ている一の天板付家具１には符号１（１）、この一の天板付家具１（１）の上方に載置す
る他の天板付家具１には符号１（２）をそれぞれ付している。さらに、前記図４及び図７
、並びにこれらに一の天板付家具１（１）の各部位と他の天板付家具１（２）の各部位と
区別して示す必要がある箇所においては、各部位を示す符号の後に（１）、（２）を付し
ている。一の天板付家具１（１）のそして、この脚体３の脚支柱３１の上部と前記天板２
の横架材２２との間に、天板支持部材４を介在させている。
【００１８】
　前記天板支持部材４は、図１～図５に示すように、前記脚体３の内面に基端部を第１の
取付軸６４を介して回転可能に取り付けている第１のリンクメンバ６と、天板２の横架材
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２２の内面に基端部を第２の取付軸７４を介して回転可能に取り付けているとともに先端
部を連結軸４ａを介して前記第１のリンクメンバ６の先端部に回転可能に支持させている
第２のリンクメンバ７とを備えている。なお、この天板支持部材４は、前後に対をなして
設けているとともに、左右両側に１対ずつ計２対設けている。そして、対をなす天板支持
部材４の第２のリンクメンバ７同士は、連結材７５により接続されている。
【００１９】
　しかして本実施形態では、一の天板付家具１（１）の脚体３（１）の外側面３１ａ（１
）に、前記収納姿勢Ｓをとった際において、他の天板付家具１（２）の天板２（２）に衝
き当たるクッション部材８（１）を備えている。以下、一の天板付家具１（１）のクッシ
ョン部材８（１）の構成について説明するが、クッション部材８（１）の各部の説明につ
いては、符号の後の（１）を省略する。
【００２０】
　このクッション部材８は、図５～図７に示すように、前記脚体３の外側面３１ａに衝き
当たる内向き面８１１を有する前記クッション部材本体８１と、このクッション部材本体
８１の長手方向中央部から前記脚体３の内部に向けて伸びる保持部８２と、前記クッショ
ン部材本体８１の長手方向両端部から前記脚体３の内部に向けて伸びる挿入部８３とを備
えている。また、このクッション部材８は、全体が樹脂により一体に形成されている。
【００２１】
　前記クッション部材本体８１は、図５～図７に示すように、前記脚体３の外側面３１ａ
に衝き当たる内向き面８１１を有し、前記脚体３の外側に向かって脚体３の幅方向両側に
対をなして起立する板状の起立要素８１２と、この起立要素８１２の起立端間を接続して
いるとともに外側面の長手方向両側縁が前記脚体３の外側面よりも内方に控えている外側
面要素８１３とを備えている。前記対をなす起立要素８１２間には、これらの長手方向中
間部を接続するリブ８１２ａを設けている。前記外側面要素８１３は、長手方向中央部に
位置し前記脚体３の外側面３１ａと平行な平坦部８１４と、この平坦部８１４の長手方向
両端から外側面要素８１３の両端に向かい脚体３の内部に向かう傾斜を有する傾斜面部８
１５とを有する。この傾斜面部８１５の外側端、すなわちクッション部材本体８１の外側
縁８１５ａは前記脚体３の外側面３１ａよりも内方に控えている。そして、前記平坦部８
１４の中央部にはこのクッション部材本体８１の厚み方向に貫通する貫通孔８１４ａが設
けられていて、この貫通孔８１４ａの外縁から脚体３の内部に向かう方向に前記保持部８
２が伸びている。また、このクッション部材８を脚体３に取り付けた状態で、クッション
部材本体８１と脚体３との間に空間８ｓが形成される。より具体的には、この空間８ｓは
、前記外側面要素８１３、前記リブ８１２ａ、及び脚体３により区画されている。
【００２２】
　前記保持部８２は、図５～図７に示すように、前記外側面要素８１３における貫通孔８
１４ａの幅方向両側に隣接する位置から脚体３の内部に向かう方向に伸びる保持壁８２１
と、この保持壁８２１の先端部同士を接続する底壁８２２と、この底壁８２２の幅方向中
央部から脚体３の外部に向かう方向に起立し起立端が前記貫通孔８１４ａ内に達し弾性変
形が可能な対をなす弾性壁８２３とを備えており、脚体３の外側面３１ａに設けた第１の
クッション部材取付孔３１ｘに係り合う。前記弾性壁８２３の中間部には、脚体３に係り
合うことが可能な保持爪８２４が設けられている。この保持爪８２４は、前記脚体３に対
向する対向面８２４ａ、及びこの対向面８２４ａの突出端と弾性壁８２３の基端側とを接
続する案内面８２４ｂを備え、この保持爪８２４の対向面８２４ａと前記クッション部材
本体８１の内向き面８１１とにより前記脚体３を挟持可能である。このクッション部材８
を脚体３に取り付ける際には、前記保持壁８２１及び前記弾性壁８２３が第１のクッショ
ン部材取付孔３１ｘを通過し、前記案内面８２４ｂが第１のクッション部材取付孔３１ｘ
の開口縁に衝き当たった際に対をなす弾性壁８２３が相寄る方向に退避するように弾性変
形し、前記対向面８２４ａが第１のクッション部材取付孔３１ｘを通過した際に前記対を
なす弾性壁８２３がいずれも弾性復帰して保持爪８２４が脚体３に係り合うように構成し
ている。そして上述したように、前記クッション部材本体８１の長手方向両端部からは、
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脚体３の内部に向かう方向に伸びる挿入部８３をこの保持部８２とは別に設けている。
【００２３】
　前記挿入部８３は、図５～図７に示すように、脚体３の外側面３１ａの前記第１のクッ
ション部材取付孔３１ｘと長手方向両側にそれぞれ隣接する位置に設けた第２のクッショ
ン部材取付孔３１ｙに係り合う。
【００２４】
　そして、図８に示すように、一の天板付家具１（１）の脚体３（１）を収納位置Ｓに配
しかつ天板２（１）より脚体３（１）を上側に配した状態で、一の天板付家具１（１）の
脚体３（１）の外側面３１ａ（１）の上方に、他の天板付家具１（２）の天板２（２）の
側端縁を載せ置き、次いで一の天板付家具１（１）の脚体３（１）の外側面３１ａ（１）
上で他の天板付家具１（２）の天板２（２）を滑らせると以下のような作用が発生する。
すなわち、他の天板付家具１（２）の天板２（２）が、前記クッション部材８（１）の外
側面要素８１３の傾斜面部８１５に衝き当たる。このとき、前記クッション部材８（１）
は全体的に他の天板付家具１（２）の天板２（２）の進行方向にスライドする方向に作用
を受ける。すなわち、他の天板付家具１（２）の天板２（２）が衝き当たった側の挿入部
８３は保持部８２寄りに向かう作用を受けて保持部８２寄りの面が脚体３（１）の第２の
クッション部材取付孔３１ｙの開口端縁に押し付けられるとともに、前記保持部８２の前
記他の天板付家具１（２）の天板２（２）の進行方向側の面が第１のクッション部材取付
孔３１ｘの開口端縁に押し付けられクッション部材本体８１の他方の側の外側端８１５ａ
が第２のクッション部材取付孔３１ｙの開口端縁に押し付けられる。
【００２５】
　以上に述べたように、本実施形態によれば、一の天板付家具１（１）の脚体３（１）を
上側に配置し、この一の天板付家具１（１）の脚体３（１）の外側面３１ａ（１）上で他
の天板付家具１（２）の天板２（２）を側方に滑らせ、該他の天板付家具１（２）の天板
２（２）の側端縁を一の天板付家具１（１）の天板２（１）の側端縁に揃えるようにする
態様がとられた場合に、一の天板付家具１（１）のクッション部材８（１）に他の天板付
家具１（２）の天板２（２）が衝き当たると、このクッション部材８（１）は全体的に他
の天板付家具１（２）の天板２（２）の進行方向にスライドし、他の天板付家具１（２）
の天板２（２）が衝き当たった側の挿入部８３、前記保持部８２、及び該クッション部材
８（１）のクッション部材本体８１の他方の側の外側端８１５ａが分散して応力を受ける
こととなる。従って、応力がクッション部材本体８１と保持部８２との境界に集中するこ
とがないので、クッション部材８（１）が破損する不具合の発生を防ぐことができる。
【００２６】
　また、前記クッション部材８（１）が、前記脚体３の外側面３１ａに衝き当たる内向き
面８１１を有する前記クッション部材本体８１と、このクッション部材本体８１の長手方
向中央部から前記脚体３の内部に向けて伸びる前記保持部８２と、前記クッション部材本
体８１の長手方向両端部から前記脚体３の内部に向けて伸びる挿入部８３とを備えている
ので、一の天板付家具１（１）のクッション部材８（１）に他の天板付家具１（２）の天
板２（２）が衝き当たった際に保持部８２が直接衝撃を受けにくく、クッション部材８（
１）を脚体３（１）により安定的に取り付けることができる。
【００２７】
　さらに、前記クッション部材８（１）の保持部８２が、前記クッション部材本体８１と
の間で前記脚体３（１）を挟持する保持爪８２４を備えているので、クッション部材８（
１）を脚体３（１）にさらに安定的に取り付けることができる。
【００２８】
　加えて、前記保持部８２が、前記クッション部材本体８１の外側面要素８１３から脚体
３の内部に向かう方向に伸びる対をなす保持壁８２１と、この保持壁８２１の先端部同士
を接続する底壁８２２と、この底壁８２２から脚体３の外部に向かう方向に起立し弾性変
形が可能な弾性壁８２３とを備えており、この弾性壁８２３の中間部に前記保持爪８２４
を備えているので、衝撃によりこの保持爪８２４と脚体３の第１のクッション部材取付孔
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３１ｘとの係合が外れにくく、この点からもクッション部材８（１）を脚体３（１）にさ
らに安定的に取り付けることができる。
【００２９】
　そして、このクッション部材８（１）の外側面要素８１３の長手方向両端部すなわち傾
斜面部８１５が、前記脚体３（１）の外側面３１ａ（１）に対して傾斜を有するので、一
の天板付家具１（１）のクッション部材８（１）に他の天板付家具１（２）の天板２（２
）が衝き当たった際に衝撃の一部をクッション部材８（１）の外側面要素８１３に平行な
方向に逃がすことができる。
【００３０】
　なお、本発明は上述した実施形態に限らない。
【００３１】
　例えば、上述した実施形態では、保持部が直接衝撃を受けることを回避すべく、保持部
をクッション部材本体の長手方向中央部から脚体内部に向けて伸びるものとするとともに
クッション部材本体の長手方向両端部から脚体内部に向けて伸びる挿入部を設けているが
、前記挿入部を省略し、クッション部材本体の長手方向両端部から脚体内部に向けて伸び
る保持部を設けたものであっても、クッション部材本体の外側面の長手方向両端部が、前
記脚体の外側面よりも内方に控えた位置に配されているものであれば、少なくとも応力が
クッション部材の脚体への取り付け部分に集中することを抑制又は防止することはできる
。
【００３２】
　また、上述した実施形態では、保持部がクッション部材本体との間で脚体を挟持する保
持爪を備えているが、保持部の脚体への取付態様はこれ以外のものであってもよい。例え
ば、保持部の全体が弾性変形可能であるとともに脚体に設けた保持孔に保持部を弾性変形
させつつ圧入させる態様のものが考えられる。
【００３３】
　さらに、上述した実施形態では、衝突の際の衝撃により保持部と脚体との係合状態を解
除しにくくすべく、保持部を、クッション部材本体から脚体の内部に向かう方向に伸びる
対をなす保持壁と、この保持壁の先端部同士を接続する底壁と、この底壁から脚体の外部
に向かう方向に起立し弾性変形が可能な弾性壁とを備えるものとし、この弾性壁の中間部
に前記保持爪を備える構成を採用しているが、他の態様の保持爪を採用してももちろんよ
い。
【００３４】
　そして、上述した実施形態では、他の天板付家具の天板がクッション部材に衝き当たっ
た際の衝撃を逃がすべく、このクッション部材の外側面の長手方向両端部が、前記脚体の
外側面に対して９０度未満の傾斜を有する構成を採用しているが、クッション部材の外側
面の長手方向両端部が前記脚体の外側面に対して９０度の角度をなして起立しているもの
であっても、クッション部材本体の外側面の長手方向両端部が、前記脚体の外側面よりも
内方に控えた位置に配されているものであれば、本発明の最も主要な効果、すなわち応力
がクッション部材本体と取付部との境界に集中することがなく、クッション部材が破損す
る不具合の発生を防ぐことができるという効果は得ることができる。
【００３５】
　その他、本発明の趣旨を損ねない範囲で種々に変更してよい。
【符号の説明】
【００３６】
　１…天板付家具
　２…天板
　３…脚体
　３１ａ…脚体の外側面
　８…クッション部材
　８１…クッション部材本体
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　８１５ａ…クッション部材本体の外側縁
　８２…保持部

【図１】 【図２】
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